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 [授業の概要・目的]
おもに20世紀の西洋美術について、同時代の社会的・思想的状況とのかかわりの中で見てゆく。さ
まざまな芸術的潮流が生まれた背景には、美術にとどまらず哲学、科学、文学などその時代特有の
知的営為が複雑に絡み合っている。本講義では建築まで含む広義の造形芸術をこのような複合的な
文脈のなかに置き直すことによって、たんなる様式的変遷にとどまらない意味を照らし出す。

 [到達目標]
現代の芸術がどのような文脈の中から生まれてきたのか、そこでどのような事柄が問題となってい
たのか理解する。

 [授業計画と内容]
　以下のテーマについて、それぞれ1～2回の授業を行う（フィードバックを含め全15回）。
１．写真の登場
２．ポスト印象派
３．フォーヴィスム／キュビスム 
４．未来派
５．ダダイスム
６．シュルレアリスム
７．抽象画
８．抽象表現主義

 [履修要件]
芸術学Ⅰ（前期）の連続した履修を推奨する。

 [成績評価の方法・観点]
コメントカード（40％）および試験（60％）。

 [教科書]
授業内で適宜プリントを配布
 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
授業ノートや配布物を読み直して授業内容を自分の中で整理すること。授業中に紹介した参考文献
を読むこと。美術展等にできるだけ出かけて作品を実見すること。

 [その他（オフィスアワー等）]
 


